
N0. 問題 途中式などのメモ欄 回答欄

1
現在、昼と夜の割合が７：５とすると、
夜と昼の時間差は何時間何分になるか？

一本の線分図を描いてみる。次に、「昼７つ、夜５」つと区分けをしつつ、合計１２コぶんの
山が出来るように、線分図に書き足す。１日は24時間だから、山１つぶんの時間は
“24÷12＝2”で２時間である。それが昼７山という事は“2×7＝14”で、昼は14時間、
そして“24-14＝10”で夜は10時間だから、その差は4時間。※できれば、「４時間０分」と
いう書き方が望ましい。

４時間０分
※ただし、「４時間」だけでも可。

2
半径の２倍の長さを普通何と言うか？
また、その真ん中の位置を特に何と呼ぶか？

「半径」ということば自体が、すでに「円」について書いたもの…。したがって「半径×２」は
「直径」なのはあたりまえ。そして、「直径は必ず円の中心を通る」という約束事を改めて
理解しているかいないかを確かめるための、常識確認問題だ。注意力不足で回答が２つ
書かれていない場合は×扱いにする。

直径、中心

3
「３つの角のうち、２つの角の大きさが同じで残りが９０°」の三角形を
一般的に何と呼ぶか？

三角形の内側３つの角度の合計は１８０°である。そのうちの１つの角は９０°なのだか
ら、この時点で「直角三角形」という呼び名が付けられるが、直角ではない残りの２つの
角の大きさはそれぞれ等しくて45°ずつなので、「二等辺三角形」の条件にも当てはま
る。　※これは文房具の三角定規にもある形である。

直角二等辺三角形

4
ある三角形の２つの辺の長さを測ったら４㎝ずつだった。その２つの辺の間の角
度は６０°だった。この三角形、一般的に何というか答えよ。

「２つの辺の長さが４㎝ずつ」という時点で、「二等辺三角形」の条件を満たしている。
また長さが等しい辺同士の間の角度が60という事は、残りの２つの角の大きさの合計は
120°であり、互いに等しい角度なので60°ずつという事になる…。その結果、３つの角
の大きさは６０°ずつという事になる。

正三角形

5 「一角形」は存在するか？　「はい、いいえ」で答えよ。

そもそも「～角形」というふうに、「図形」扱いするためには、何本かの線で囲まれ、完全に
閉じていなければならない。そして、その条件を満たすには最低でも３本の線（線分）が
必要であり、　これは「三角形」である。２本の線（線分）では、「１つの角」は作れても「１角
形」とはいわない。

いいえ

6 円はぐるりと１周すると、その中心角は何度になるか答えよ。
単純に丸暗記しているだけでは不十分な常識確認問題。同じ大きさの半円が２つあると
する。　直径の部分は当然まっすぐな線だから180°であり、これら直径の部分を重ね合
わせると１つの円になる。半円とは「中心角が180°のおうぎ型」ともいえる。

３６０°

7 三角形の３つの内側の角度を合計するといくらか？
どんな三角形でも、３つの角の大きさを１カ所に集め並べると１直線（＝１８０°）になる。
色紙　　などで何回も実験してもよい。（※作図で１つの辺を延長し、同位角と錯角からの
証明も可能）

１８０°

8 四角形の４つの内側の角度を合計するといくらか？
対角線を１本入れてみると、三角形が２つ出来る事がわかる。三角形の内角の和（＝３つ
の角の大きさの合計）は、１８０°だから、２つ分で３６０°。

３６０°

9 正三角形の３つの内側の角度を全て答えよ。
三角形の内角の和は１８０°であり、正三角形の場合、３つとも角の大きさが等しい訳だ
から、１８０÷３＝６０。

６０°、６０°、６０°

10
上の問題の続き。それぞれの角の外側の角度（＝外角）は何度か？
（答えは１つで良い。）

直線（＝１８０°）から、６０°を引けばよい。 １２０°

11 ４本とも長さの等しい四角形の種類を全て答えよ。 ひし型は、平行四辺形の２本の対角線が直角に交差する場合の形。 正方形、ひし形

12 ４つとも角度の等しい四角形の種類を全て答えよ。 ＜なし＞ 正方形、長方形

13 三角形の面積を求める公式を答えよ。

一番わかりやすいのは、直角三角形や直角二等辺三角形をイメージしてみる事。直角三
角形の上下の向きを逆さまにして２つ並べれば、長方形となり、同様の事を直角二等辺
三角形で行えば、正方形になる。９０°以上の角を含む三角形（＝鈍角三角形）の場合
でも、計算から長方形の面積の半分であることを確かめる事が可能。

底辺×高さ÷２

14 長方形の面積を求めるための公式を答えよ。 ＜なし＞ 縦×横

15 平行四辺形の面積を求める公式を答えよ。
底辺（横）の長さが同じ長方形と比べた時、面積が等しい事を認識しなくてはならない。こ
れも、簡単な作図から証明可能。

底辺×高さ

16 ひし形の面積を求める公式を答えよ。
ひし形に２本の対角線を入れ、４つの直角三角形に分割する方法で作図する事により、
これも長方形の半分の大きさになる事が証明できる。

対角線×対角線÷２

学庵オリジナル　算数力確認クイズ



17 円の面積を求める公式を答えよ。 ＜なし＞ 半径×半径×３．１４

18 円の円周の長さを求める公式を答えよ。 ＜なし＞ 直径×３．１４

19 「すいちょく」を漢字で書け。またその対義語を漢字二字熟語で１つ書け。 ＜なし＞ 垂直　　、　　平行

20 十九角形の辺は何本あるか答えよ。 何角形であろうと、必ず「角」の数と「辺」の数は同じ。 １９本

21 台形の面積を求める公式を答えよ。

「台形」は見方を変えれば、“底辺の長さが異なる２つの三角形を上下逆さまにして、２つ
並べた形”と捉える事が出来る。したがって、２つの　三角形のそれぞれの面積の和（合
計）と台形の面積は等しい。また、高さが同じであれば２つの異なる三角形の面積は等し
い事なども　含め、作図で証明可能。

（上底＋下底）×高さ÷２

22 １つの辺が７㎝の立方体の体積を答えよ。

立方体はサイコロやルービックキューブのような形をした立体。本来、　「面」には厚みな
ど存在しないが、「無限に薄い厚みならある」とも解釈できる。それならば、「無限にたくさ
んの枚数を上へ上へと積み重ねたら、「厚み」や「高さ」として人が見て認識できるように
なる。

１辺×１辺×１辺（又は底面積×高さ）

23
４．２５リットルの水を水槽の中に入れたところ、ちょうど水槽の半分だった。
この水槽の容積は　何リットルか？

４．２５リットルで水槽の半分なのだから、その２倍で満ちる。　４．２５×２＝８．５ ８．５リットル

24 「９０９０９０９０９０－１９１９１９１＝」はいくらか？ ＜なし＞ 9088989899

25 「１２３４５６７８９００１２３４５」を漢数字で書き表せ。 千二百三十四兆五千六百七十八億九千一万二千三百四十五

26
立方体の面の数はいくつあるか？　また、辺の数はいくつあるか？
両方答えよ。

面：６　　　辺：１２

27 ２時間３６分は何時間か仮分数で表せ。 まず、２ 36/60 = ２ 3/5 と計算して… 13/5 時間

28 ２時間２０分は何秒か答えよ。
１時間＝１分×60 ＝60秒×60 ＝3600秒。２０分は１時間の1/3だから、３６００秒÷３＝１
２００秒。２時間２０分は１時間が２つと２０分　が１つなので、その和を求めればよい。

８４００秒

29 56000mmは何ｍか？ １０００㎜＝１ｍ。問題文は「ｍ」に直す事を要求しているので、　１０００で割ればよい。 ５６ｍ

30 ２３０㎝は何ｍか？ １００㎝＝１ｍ。上の問題同様、１００で割ればよい。 ２．３ｍ

31 25ｍは何㎞か？
１㎞＝１０００ｍ。これも同様：に１０００で割るが、１より小さい小数になるので、注意す
る。

０．０２５㎞

32 「速さ・距離・時間」の３つを使って、「速さ」を求める公式を書け。 ＜なし＞ 速さ＝距離÷時間

33 「速さ・距離・時間」の３つを使って、「時間」を導く公式を書け。 ＜なし＞ 時間＝距離÷時間

34 「速さ・距離・時間」の３つを使って、「距離」を出すための公式を書け。 ＜なし＞ 距離＝速さ×時間

35 「0.14×0.14」はいくらか？ ＜なし＞ 0.0196

36 １２０の約数のうち奇数であるものを全て答えよ。
この程度なら「素因数分解」の筆算など用いずとも、“1 , 2 , 3 , 4 , 5 , 6 , 8 , 10, 12 , 15,
20, 24, 30, 40, 60,120”　と分かる。ただし、この中で奇数なのは「1, 3, 5,15」の４つしかな
い。そもそも、奇数とは２で割り切れない数の事である。

１、３、５、１５

37 ４９の倍数を小さい順に３つ書け。 ＜なし＞ ４９、９８、１４７

38 「5／9」の「9／5」倍の半分はいくらか？ （５÷９）×（９÷５）÷２＝（９÷９）×（５÷５）÷２＝　1/2 0.5   または　　1/2

39 ２の約数を書け。 ＜なし＞ １、２

40

人口密度の基本的文章題。「人口密度」の意味は、“単位面積あたり、何人の人間がいる
か？“だから、“人口密度＝人数÷面積”だが、この問題の正解を得るために、“１人あた
り専有面積＝面積÷人数”と計算しても間違いではない。両方使いこなせなければなら
ない。Ａ：13÷50＝0.26、Ｂ：10÷40＝0.25。　ゆえにＡの人口密度が高い。

Ａ（の部屋）

41 「２．２３６０６７９」の小数を上から６けたのがい数で表せ。
2.2360679のうち、青字の部分が「上から６桁」にあたる。したがって、赤字の７が四捨五
入の対象となり、この場合は繰り上がる。

2.23607

42 「６÷３」のわり算を、「÷」記号無しで同じ意味になる様に表せ。 ６÷３＝　6/3 ＝　2/1 ＝　２ 2

43 「１．３３３３３３３３３………」という数を、分数の表し方に変えよ。
１．３３３３３３……という数字は、「１」と「0.333…」と３が無限に続く青字部分の和であると
考える。青字部分は分数の「1/3」と書き換え可能である。（0.33333…を３倍すれば、
0.99999…⇒１）したがって、帯分数の“1_1/3”と出来る。

1_1/3　　　または　　4/3

44 「積」とは何か？　具体的に意味を書け。 ＜なし＞ ２つの数をかけ算した時の答え



45 「和」とは何か？　具体的に意味を書け。 ＜なし＞ ２つの数をたし算した時の答え

46 「差」とは何か？　具体的に意味を書け。 ＜なし＞
２つの数をたし算した時の答え
（ある数から別の数を引いた時の答え）

47 「商」とは何か？　具体的に意味を書け。 ＜なし＞ ２つの数をわり算した時の答え

48 「㎝3」の読み方を書け。また、「ｍ2」の読み方も書け。 ＜なし＞ 立方センチメートル、平方メートル

49 ５４分は「時間」に直すと何時間と言えるか？　分数、小数両方で答えよ。
５４分は１分が５４個集まったもの。１分は1/60時間だから、54分は54/60時間。これを約
分して 9/10時間。

9/10時間　、　0.9時間

50 「３時間２７分」が何時間と表せるかを仮分数、帯分数、小数の順で答えよ。
２７分＝　27/60時間　＝　9/20時間　＝　0.45時間。（※ 1/20時間 ＝ 0.05時間。それが
９つ）３時間 ＝ 60/20時間

69/20時間、３_9/20時間、　　3.45時間

51 「１．５ｔ」は何ｇか？
１ｔ＝1000㎏　原則として、始めより小さい単位への変換の場合、単位記号の部分をそれ
ぞれの比率に応じてかけ算すれば良い。したがって、1.5 × 1000 ＝ 1500。

1500㎏

52 Ａくんは70ｍを11秒で走る。Ｂくんは700ｍを２分で走る。どちらが速いか？

NO,32の公式を用いて実際に計算しても良いが、正確な数字を求められていない。この
問題は思考力を試している。Ａは「７０ｍを１１秒」と　書いてあるので、“時間”か“距離の
単位”の両方を揃えよう。つまり、「Ａは700ｍを110秒で走る」のであり、「Ｂは700ｍを
120ｍで走る」と解釈し直すのである。すると少ない時間で同じ距離を走りきるＡの方が速
いことが分かる。

Ａ（のほうが速い）

53 「３ - 0.005」はいくらか？ ＜なし＞ 2.995

54 「８割５分６厘」を分数と小数の両方で表せ。
「割」＝「×0.1」、「分」＝「×0.01」、「厘」＝「×0.001」。 856/1000は約分できるので忘れず
に。

107/125 、　０．８５６

55 「４割６厘」を百分率に直せ。
「百分率」は「％」で表示する。「％」＝「×0.01」＝「分」したがって、４割６厘＝0.406＝
40.6％

40.6%

56 「１２０円」の３割５分は、何円か答えよ。
歩合の最も基本的な文章題。「■の△割」⇒「■×０．△」などというふうに考える。した
がって「１２０円の３割５分」⇒「120×0.35」＝４２

４２円

57 「２００円」の “２割５分引き” は結局何円になるか答えよ。
NO,56の問題の類題。ただし、計算の手順はこちらのほうが多い。まず、２００円の２割５
分がいくらかを考える。200×0.25＝50（円）。問題文は「～～円引き」と書かれているの
で、200－50＝150（円）である。

１５０円

58 「0.25：0.625」を最も単純な比直せ。
まず左右ともに小数から整数に直す。右側の数は小数第３位まであるので、1000倍する
必要がある。左右とも1000倍した結果、「250：625」　となる。あとは公約数でどんどん割っ
ていく。

8:25

59 ７２と９０と３００の最大公約数を答えよ。
３つの数の中で最も小さな数である７２に注目し、その約数を考える。｛ 1, 2, 3, 4, 6, 8, 9,
12, 18, 24, 36, 72 ｝

6

60 どこまでも続く直線の角度はいくらと言えるか？ ＜なし＞ １８０°

61
ＡＢＣをそれぞれ頂点とする二等辺三角形で、Ａの角の大きさを測ってみたら　６
０度であった。Ｂの角、Ｃの角の大きさをそれぞれ答えよ。

“二等辺三角形”の性質は、「底辺の両側の角度が等しい」である。また、三角形の内側
の角度の合計は180°である。したがって、Ａの角が「上」・「左下」・「右下」のいずれであ
ろうとも、６０°である。結局この問題は、「正三角形」という直接的な表現を用いていなく
とも、論理的にそれをイメージできるかどうかを試す問題である。

B：６０°　　　Ｃ：６０°

62 １４８００を四捨五入の処理を済ませたうえで、上から２けたの概数で表せ。
“１４８００”という数にとって、上から２ケタとは青字部分を指す。したがって、赤字の８を
四捨五入して、これを繰り上がてやる。

15000

63 「０．００８×０．０７＝」を暗算で計算せよ。 ＜なし＞ 0.00056

64 １．６５リットルは何ミリリットル？
1000mｌ＝１ｌ。※「ミリ」が付けば1/1000倍してやればよい。その反対に、「ミリ」がつく単位
に変換する場合は、1000倍してやればよい。

１６５０ｍｌ

65 「０．５÷０．００１」はいくらか？
“割る数”（÷記号の直後の数）が小数の場合、一旦“割る数”、“割られる数”ともに１０倍
なり１００倍なりしてやる。この問題の場合なら、“割る数“が小数第３位の小数なので、
1000倍する。その結果、「500÷1」となる。

500

66 「８厘」を小数と分数で言い換えよ。分数はもちろん約分もすること。 ＜なし＞ 0.008　、　　1/125

67 ４０００mmは４００㎝の何倍か？ ４０００㎜＝４ｍ。４００㎝＝４ｍ。　結局同じ。　同じなら、１倍だ。 １倍

68 ３本で２５円のえんぴつがある。２００円なら何本買えるか？
２００円は２５円の何倍か…？　２００÷２５＝８　だから８倍である。つまり８倍の数の鉛
筆を買える訳だ。したがって、３本×８＝２４本。

２４本



69 ６分で１０００ｍ進む自転車ならば、２７分かけてこげば何ｍ進むか？
上のNO,68の問題の類題。ただし、小数を含む計算になる。まず２７分は６分の何倍かを
考える。２７÷６＝4.5となり、4.5倍の時間をかけて4.5倍の距離を進む事になる。したがっ
て、1000×4.5＝4500

４５００ｍ

70 ５０００の９％はいくらか？ ５０００×０．０９＝５０×９＝４５０ 450

71 「0.７６÷１.８」を計算し、小数第２位まで求め、余りも答えよ。 ＜なし＞

72
「算数72点、国語61点、理科55点で４科目の平均点が６０．５点」の時、
社会は何点か？

“平均”を考えさせる基本文章題。（72+61+55+□）÷４＝60.5なので、　まずは４科目合計
の点数を求める事から始める。それには、平均点に科目数をかければ良く、60.5×4＝
242（点）となる。算数・国語・理科の３科目合計は72＋61＋55＝188だから、社会の点数
は242-188＝54　とわかる。

５４点

73 「32．5ｰ0.08」はいくらか？ ＜なし＞ 32.42

74
最初「４／５」ｍのテープをいくらか使ったら、「４／７」ｍに減った。　　　　　　　い
くら使ったか？

文章題自体は非常に簡単で「虫食い算」の考え方で十分解ける。ただし、通分で引っか
かるようでは困る…。

8/35 m

75
最初「9／10」ｍのテープをいくらか使ったら、元の長さの「３／４」になった。
いくら使ったか？

9/10の3/4がいくらかを計算する。9/10 × 3/4 ＝27/40(m)。したがって、9/10－27/40の
計算の際に通分し、36/40－27/40=で求められる。

9/40 m

76 たて７㎝、横χ㎝の面積ｙ㎝2の関係を式に直せ。 ＜なし＞ ７×χ＝ｙ

77 現在、昼と夜の割合が４：６とすると、夜は何時間何分になるか？

１日は２４時間。それを４：６の割合で分けるという事は、全部で④＋⑥の１０分割したうち
の④が夜の時間となる。この場合、①あたり2.4時間で、夜は①×４だから、2.4×4＝9.6
（時間）である。ただし、設問条件　では「何時間何分」で答える事が求められているの
で、“0.6時間”を“36分”に直す事を忘れないように。

９時間３６分

78
上の問題の続きである。その日から何日か後に測ってみると、昼の時間が２４
分だけ　　　長くなっていた。昼と夜の割合はいくらになったか？

先ほどの問題の答えは『９時間３６分』だから、問題文に書かれた「数日後の昼の時間」
はそれに２４分を足して、ちょうど10時間である。１日は２４時間なのだから、言うまでもな
く夜は１４時間とわかる。これを簡単な比の形で表せばよい。１０：１４＝　……

　５：７

79
三角形ＡＢＣがある。Ａの角の大きさはＣの角の大きさの３倍であり、Ｂの角の大
きさはＣの角の２倍である。この三角形の角の大きさをＡ，Ｂ，Ｃの３つとも全て
答えよ。

左の図の通り、印が３つある角がＡ、２つなのがＢ、１つがＣである。合計６つの印がある
ので、　三角形の内側の角度の合計「180°」を６で割れば赤丸１つあたりが３０°だと分
かる。

Ａ：９０°　Ｂ：６０°　Ｃ：３０°

80 「８－１１＋８＋１１÷２×２－４×４＝」を計算せよ。

この問題の作成意図を十分に理解しているだろうか？　「マイナス」の概念を用いない限
り、何の工夫も無しに計算しようとしても、最初の「8-11」で手詰まりになってしまう。同じ
数を「足してから引く」、「引いてから足す」という事は初めから何もしなかったとのと同じで
ある。同様に「割る数」と「割られる数」が同じなら、その商は必ず１である。

0

81 正六角形の１つあたりの内側の角度はいくら？　また、その合計は？
正六角形は正三角形を６個分、円を囲むようにぐるりと並べて置いた形である。正三角形
の角は全て６０°であり、これが隣合っているのだから、正六角形の１つぶんの角度は６
０×２＝　で求められる。

　　　　　　　　　１２０°　、７２０°

82 １７と１３の最大公約数はいくらか？
2,3,5,7,11,13,17,19,23,29,31,……これらの数を「素数」という。素数は１とその数自身しか
約数を持たない。

1

83 ９０と１１の最小公倍数はいくらか？ ＜なし＞ 990

84
「２２３６０６７９１７３２０５０８」は３で割り切れるかどうか？　　　　　　　　　　　　暗
算のうえで、「はい、いいえ」で答えよ。

全てのケタの数字を足し算して、その結果が３の倍数であれば割り切れる。この場合の
和は６１なので割り切れない。

いいえ

85 １０÷３×３＝　を計算せよ。 同じ数を「かけてから割っても」、「割ってからかけても」、結果は同じ。 10

86 「13000：91000」を最も簡単な比に直せ。
まず、下３ケタの“000”をお互い消して、「13:91」の形にする。１３は素数だが、91はその
倍数に当たる事を瞬時に見極められるかどうかが試される。

　１：７

87
たて２ｍ、よこ３ｍ、高さ４ｍでガラスの厚さが１０㎝の水槽がある。
容積は何立法㎝か　　答えよ。

『容積』は、水などの液体を収めておける空間を意味している。体積との違いをしっかりと
認識していなければそこでアウト。「ガラスの厚さが１０㎝～」とかいてあるので、その分
縦２カ所（20㎝）、横２カ所（20㎝）、底面（10㎝）短くなっていると考えねばならない。無
論、上の面はないので、縦180㎝×横280㎝×高さ390㎝＝19656000㎝3

１９６５６０００㎝3



88

立方体で１リットルの容積で３００ｇの重さの入れ物がある。０．５リットルの　　水
を入れたいのだが、あいにく何も水かさを測るための道具は手元にないが、重さ
を１ｇ単位で量れる「バネばかり」ならある…。そのはかり方を数字も　　使って具
体的に書け。

まず、実際に立方体の容器に水をいっぱいまで入れてみる。次に、その容器ごとバネば
かりに乗せて、重さを読みとる。仮にその時の目盛りが1300ｇだったとしたら、「水１㍑で
1000㌘増えた」と考える事が出来る。　したがって、「水0.5㍑なら500㌘だけ増えればよ
い。元々容器の重さが300㌘だから、はかりに乗せて“850㌘”を示すよう水の量を調節す
る。

水１㍑で重さは１㎏（1000ｇ）。なお左の
回答は一例であり、合理性が認められれ
ば、別の回答内容でもかまわない。

89
上の問題の続きである。今度の場合は、何も道具が無い…。
しかし、工夫すれば何とか0.5リットルの水を入れる事は可能である。
その方法を考えて、具体的に書け。

こういう場合に、その人間の“知恵”が試される。学校では習わないだけ、着眼力や論理
的思考力が要求されるのである。まず、容器を斜めに傾けながら手に持ち、その状態で
水を足していく。仮に真横から見た場合、正方形の対角線に相当する所まで水かさが増
したら、そこで水を入れるのをやめて、容器を元のまっすぐな状態に戻す。

「正方形、長方形、ひし形、平行四辺形…
などの対角線は、その面積を等しく　　２つ
に分ける。」　という知識をどこまで、
立体的にイメージし直せるかが試される。

90 １から２００までの数で３で割ると２余る最も大きい数を答えよ。
２００÷３＝６６・・・２　　なので、青の数字同士を掛け合わせれば、答えになる。これは、
『割られる数＝割る数×商＋余り』という関係式をきちんと理解出来ているか、表面的な
理解だけかを　　試す意図がある。

198

91
「３２万４千円」で売っているパソコンの消費税抜きの金額はもともと　　　　　　い
くらだったか答えよ。

消費税は現在は８％だ。元の金額の５％増しの結果が324000円であれば、「①×1.05＝
324000」と式に直せる。元にした①を求めるには、「315000÷1.05＝」とすればよい。

300000円

92 １から５０までの全ての数の和を求めよ。

「1+2+3+4+5+………46+47+48+49+50」という具合に数字を並べた時に、同じ色同士の
組み合わせなら、それぞれ全ての和が　“51”になって　いる事が分かる。では、その51が
何組できるのか？　これは50を２で割れば　良い。すなわち25組だ。つまり「51×25＝」の
計算だけ行えば済む問題であり、着眼する力を試すのが本来の出題意図である。

1275

93 ５０までの素数のうち、偶数だけを選んで答えよ。
「2, 3, 5, 7, 11, 13, 17, 19, 23,29 ,31, 37, 41, 43, 47」の中で、偶数は２しかない。そもそも
「偶数」であれば、必ず２で割れるのだから２以外に素数は存在しないのである。

2

94 「5／27」と「5／28」と「2／9」と「1／7」を大小を比べて大きい順に書け。

まず通分から…。2/9 ＝ 6/27、 1/7＝4/28。5/27と6/27…、4/28と5/28…、これはすぐ
に大小の判断がつく。では、5/27と5/28では…？　これも、「分子の数が同じならば、分
母の数が大きいほど、その分数は小さい」という事実に基づいて、「5/27 ＞ 5/28」だとわ
かる。最後に、通分前の形に戻し忘れると、×になるから注意。

2/9、 5/27、 5/28、 1/7

95 「0.25×0.125×0.5」を暗算で答えよ。ただし分数で答える事。
「1/4 × 1/8 × 1/2＝　」の形に置き換えて計算。分数は全て１なので、計算不要。分母
のみ「４×８×２＝６４」と計算する。

1/64

96
「200×200」、「199×199」、「201×199」、「199×198」の４つの積の大小を　比べ
て、大きい順に並べよ。

「201×199」 ＞ 「199×199」 ＞ 「199×198」 と判断するのは簡単。問題は、「201×199」
と　「200×200」の大小判断である。実際に計算などしなくても、「２つの数を掛け合わせ
る時、たとえ“和”が同じでも、“差”が大きければ積は小さく、“差”が小さければ積は大き
い。そして、２つの数が同じである場合、積は最大になる。」事を覚えておこう。

200×200、 201×199、199×199、
199×198、

97
十一角形に対角線を引きたい。対角線どうしが交わらないように引くためには、
最大で何本引けるか？

三角形は対角線が引けず、四角形は１本、五角形なら２本…、つまり、「対角線同士が
交わらない」という条件なら、常に対角線は角（頂点）の数より３少ない数ぶんだけ、対角
線を引ける事になる。

８本

98
半径が６㎝の円と９㎝の円の２つがある。面積の比はいくらか？
（※円周率は3.14）

「６×６×3.14＝　」と「９×９×3.14＝　」の計算で円周率の部分は共通だから、「比」を考
える　　場合には無視できる。次に「36：81」の整数比をできるだけ簡単にすれば…、

　４：９

99
現在４人家族がおり、父は母より３つ年上である。また兄と弟は２才差で、　　兄
弟の年齢の合計を２倍すると父の年齢に等しくなる。現在の兄の年齢を　　１１
とすると、残りの３人の年齢はそれぞれ何才ずつか？全て答えよ。

①父の年齢－母の年齢＝３才　⇒②兄の年齢－弟の年齢＝２才　⇒　③（兄の年齢＋弟
の年齢）×２＝父の年齢 …と文章を式に直す。兄が１１才だから②の式で弟は9才。ま
た、兄と弟の年齢を足すと20才で、③の式から、その２倍の数が父の年齢だから、父は４
０才と判明。最後に①の式から、母は３７才と分かる。

父４０才、母３７才、兄１１才、弟９才

100
上の問題の続きである…。今から何年後と半年がたつと、夫婦の年齢の　　　合
計は兄弟の年齢の合計のちょうど２倍になる。今から何年後か求めよ。

現在のところ、「父＋母＝７７」、「兄＋弟＝２０」。それぞれ２人１組だから、いずれのペア
も１年経てば “２才” ずつ年齢が増していく。もしの中に経過する年数が入るとすれば、
未来の父母の合計年齢は(40+□.5)+(37+□.5)と表せる。これを簡単にして、77+□+1⇒
78+□となる。同様に兄弟は、(11+□.5)+(9+□.5)と表せ、簡単にすれば20+□+1⇒21+□
となる。問題文から、(21+□)の２倍の数と78+□が等しいので、78+□＝(21+□)+(21+□)
⇒78+□＝42+□+□。斜線部分は　お互い消せるので、78=42+□に直せる。□＝18 と導
ける。

１８年と半年後



101

朝の７時から、夜中の１２時まで営業している駐車場がある。ここでは、　　　　最
初の３時間までは１００円だけかかるが、それ以上の時間、駐車する　　　　場合
は４０分につき１００円が必要だ。また、長時間利用者向けのサービス　　とし
て、当日内に自動車を入れた車を出す場合に限り、何時間駐車し続け　　ても
最大で1000円までしか払わなくても済む特典制度が設けられている。　　それで
は、朝７時から夜１２時までめいっぱいの時間駐車した場合、　　　　　　特典制
度の有無によって金額に差が生じるか答えよ。

朝７時から夜１２時⇒１７時間。最初の３時間以外は「４０分につき１００円」という料金設
定だから、「2時間で300円かかる」計算になる。１７時間営業のうち、最初の３時間の100
円に加え、残り営業時間の１４時間について300×（14/２）＝2100円が必要で、合計2200
円必要である。

１２００円

102
みかんとりんごを合わせて２０個買った。みかん１個４０円、りんご１個９０円だっ
たので、合計１４５０円の代金を支払った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みか
んとりんごのそれぞれの個数を答えよ。

もし値段の高いりんごばかり２０個全部買ったとしたら、必要な代金は90×20＝1800必要
なはずである。しかし実際は1450円であり、その差額は350円である。りんご１個とみかん
１個の金額差は５０円だから、350÷50＝７と計算し、２０個の全部がりんごだった場合よ
り７個だけ減らせばつじつまが合う。つまり、りんごが１３個で残りの７個がみかん。

りんご：１３個　みかん：７個

103 ３で割っても４で割っても１余る数のうち、最も小さいものは何か？
【３で割って１余る数】　１，４、７、１０、１３、１６……、【４で割って１余る数】　１、５、９、１
３、１７、２１……

1

104
兄と弟は現在の貯金額の比は１０：９だが、２００円ずつ使ったので、９：８になっ
た。はじめ兄はいくら貯金があったか？

初めの兄と弟の貯金額を⑩と⑨とする。兄弟いずれも200円使った結果、兄弟ともに①ず
つ　　　減った結果、兄は⑨で弟は⑧になった訳だから、200円が①に相当すると考えら
れる。　　　　　　…という事は、初め兄はその10倍の⑩を貯金していたのだから2000円、
弟はその9/10に　　　　　あたる1800円と計算できる。

２０００円

105
１００リットルの水そういっぱいに水が入っている。１分間に２㍑ずつ底の栓から
水を引き抜く　作業と、１分間に１㍑ずつ注入する作業を同時に始めたとする
と、何時間何分後に水槽は空になるか？

結局、１分間につき１㍑ずつ水の量が減っていく訳だから、１００分後…、
すなわち１時間４０分後である。

１時間４０分後

106
１つの辺の長さが２０㎝の正方形と、同じ長さの半径を持つ中心角が直角の扇
形がある。２つの図形の面積の割合を最も簡単な比で表せ。
（※ただし、円周率は3.14とする）

仮に１辺が１０㎝の正方形があったとすると、面積は100ｃ㎡である。同様に、半径が１０
㎝の円の1/4だけ切り取ったものが、問題文に合致する扇形だから、面積は 314/4 ｃ㎡
である。したがって、面積の　比は１００：314/4だが、分数を無くすためにそれぞれを４倍
し、400：314の　形に直す。さらに簡単な形に直す。

２００：１５７

107

Ａくんは８時に家を出発し、時速６kmで学校へと向かった。しかしＡくんの忘れ物
に気づいた母が、５分後に自転車で追いかけた。母が無事Ａくんに忘れ物を手
渡せたのがさらにその２分後で、学校の３００ｍ手前だった。母親が自転車で追
いかけた速度と、家から学校までの距離を２つとも答えよ。

時速６㎞ならば「60分で６㎞進み、10分で1000ｍ、５分で500ｍ進む」事を意味する。母が
出発し始めてからも、Ａくんは同じ速さで２分間歩き続けたのだから、さらに200ｍ先へと
進んだので、Ａくん出発から７分で700ｍだけ歩いた事が分かる。この時点で、学校はそ
の300ｍ先にあるのだから、家から1kmの距離にある。また、母は2分で700ｍだけ自転車
をこいだのだから、700÷2＝350、すなわち分速350ｍとなる。

学校との距離：1000ｍ（１㎞）　　　　　　　母
の速度：分速350mまたは（時速21㎞）

108
時速４２㎞で電車がトンネルをくぐり始めてから完全に抜け出すまでに１２０秒か
かった。　電車の長さはトンネルの長さの９倍ある。電車とトンネルの両方の長
さを求めよ。

時速４２㎞⇒分速７００ｍであり、１２０秒⇒２分なので、『700×2＝1400(ｍ)』　と計算して
おく。これは、「電車の最後尾が完全にトンネルから抜けきる　まで」の距離だから、【トン
ネルの長さ＋電車の長さ】を意味している。トンネルと電車の長さの比は「１：９」だから、ト
ンネルは1400×1/10、電車は1400×9/10である。わざと、トンネルが非常に　短い長さに
設定してあるので、勝手な思いこみで間違えない様に。

電車：１２６０ｍ　、　トンネル：１４０ｍ

109

ある電車が一定の同じ速度で走っている。１つ目のトンネルをくぐり始めてから
完全に抜け出すのに５４秒かかった。先ほどよりも２００ｍ長い２つ目のトンネル
をくぐり始めてから完全に抜け出すには１分６秒かかった。この電車の速度が時
速何ｋｍか？

問題文から、「２００ｍぶんだけ距離が増えると、『1分6秒（＝66秒）－５４秒』で１２秒余計
に時間を要する」事を見抜く。つまり、２００ｍ　の距離を新たに進むために１２秒かかる
訳だ。「12秒で200ｍ」ということは、「１分で１㎞」すなわち分速１㎞（時速60㎞）といえる。

時速６０㎞

110

光の速度は１秒間に約３０万㎞進み、それは１秒間で地球の赤道を約７周半す
るのと同じ速さである。この場合、地球の赤道の周囲は約何㌔㍍か答えよ。ま
た、ちょうど１日で地球が１回転（自転）した場合、その自転速度はいくらか？時
速約何㎞かと、秒速約何㎞かの両方で答えよ。（もし小数になる場合は、
整数の概数で答えること。）

赤道の周囲は、300000÷7.5＝40000（㎞）　自転速度は円を１周移動する距離が40000㎞
で、　時間が２４時間だから、40000÷24＝　　で求められる。秒速はそれをさらに3600で
割る。

時速約１６６７㎞、秒速約４６３ｍ
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１０÷３×３－９＝　を計算せよ。
「３で割って３をかける」…、これはお互いに打ち消し合って、何もしなかったものと見なせ
る。

1



112

Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅの５人がテストを受けたが、その平均点は７１点であった。しかし、　Ｆ
も後から　　同じテストを受けて平均点を計算し直すと、７３点になった。　　　Ｆ
は何点を取ったか？

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの５人の合計点数は、71×５＝355（点）である。また、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ
の６人で受験した場合の合計点数は、73×６＝438である。合計点数を見比べた時、Ｆが
１人増えた事による増加分は438－355＝83（点）である。

８３点
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１７年前、まだ消費税が５％の時代、「税抜き」の金額しか商品に表示されて　い
なかった頃の話である。Ａくんが自分の貯金箱からいったん全部お金を　　取り
出した後、Ａくんはちょうどピッタリの金額だけ持ってゲームと週刊誌を　　買い
に行った。さて、まずゲームを買おうとしたのだが、はじめうっかり５％分　の消
費税の事を考えに入れてなかったので、代金を支払う時に４００円の　　受け取
るつもりだったおつりが１７０円しかなかった。結局、次の店で買おう　　と思って
いた週刊誌（消費税込み）は買えずじまいで帰宅したＡくんが、　　　　現在の残
り全てのお金がいくらあるか数えたところ、ゲームの支払い金額のちょうど半分
だった。Ａくんのはじめの貯金額とゲームの消費税込みの金額　　を両方答え
よ。

まず、「ゲームと週刊誌でピッタリのはず」だったの持ち出し金額と、「ゲームを買った時
のおつりの見込み金額＝４００円」という文章から、週刊誌の金額は消費税込みで４００
円なのだと読みとれる。また、当時の実際の５％の消費税込みの金額と、ウッカリまなぶ
くんが勘違いしていた金額には400－170＝230（円）の差がある。つまり、本来のゲーム
の値段の５％が２３０円なのだから、その２０倍（⇒0.05×20＝１）の金額がゲームの消費
税抜きの代金だと計算できる。230×20＝4600（円）。問題文では、消費税込みの金額を
聞いているので、4600＋230＝4830（円）が答えとなる。さて、まなぶくんが帰宅した時、ま
だ家に置いてきた残りのお金は、４８３０円の半分なのだから、2415円である。そして、
「ゲーム代＋残りの金額＝最初の貯金額」だから、4830＋2415で7245円。

◆最初の貯金額：7245円
◆消費税込みのゲーム代：4830円
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太陽と地球との距離が１億５千万㌔ｍあるとし、地球は太陽をちょうど中心と　し
て周りを回っているものとする。（※実際には、少しズレがある。）１年を　　　ちょ
うど３６５日とすると、地球が動いている速度はいくらかを時速と秒速の　　両方
で答えよ。（※円周率は3.14とする）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（もし、
小数になる場合は整数の概数にして表すこと。）

半径が150000000㎞の円周である。直径は300000000㎞なので、942000000㎞が、太陽
のまわり１周分の地球の移動距離である。それを１年かけて１周する訳だから、
942000000÷365÷24＝107534.2…となる。ここで時速は107534㎞と計算出来た。あと
は、秒速だが、これを3600で割るだけだ。

時速約107534㎞、秒速約３０㎞
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１箱４本セットで定価１００００円のワインがある。ただし今日だけ特別セールで、
１０００円割引してくれるうえ、なんともう１本オマケしてくれるので、急いで私は
お店へと出向いた。「そんなに安売りして赤字にならないんだろうか？」と思った
が、店員さんがコッソリと「実はね…、これでもまだ１箱につき１０００円　のもうけ
があるんですよ。」と教えてくれた。　・・・・ということは、　　　　　　　　　もし『定価
通りに１箱４本で１００００円』の売り方をしていたら、このお店には　１箱につき
何円の利益があったのだろう？

セール日のワインの売り方だと、「１箱５本で9000円」という事になるが、　「それでもまだ
１箱の販売につき1000円の利益ある」のだから、仕入れ原価は「５本で8000円」　である。
…という事は、１本あたりの　　仕入れ原価は、8000÷５＝1600（円）である。それを「１箱
４本詰めで10000円」という売り方をすれば、かかった仕入れ原価は1600×４＝6400（円）
であり、10000－6400＝3600（円）の利益が得られる事になるのである。

３６００円


